
つかい方
かた

の

見
み

つけたぞ！

総
そう

合
ごう

百
ひゃっ

科
か

事
じ

典
てん

百
ひゃっ

科
か

事
じ

典
てん

は、あらゆる物
もの

事
ごと

や事
こと

柄
がら

を

調
しら

べられる便
べん

利
り

な本
ほん

！  何
なに

かを調
しら

べる時
とき

には、

次
つぎ

の4つのステップでやってみましょう。

1

王
おう

様
さま

、
「い」の右

みぎ

下
した

に書
か

いてある
小
ちい

さい文
も

字
じ

に注
ちゅう

目
もく

すれば、
どちらの巻

かん

に「いちご」が
載

の

っているか、わかりますよ！

3

背を見
み

よう
  どの巻

かん

に載
の

っているかな？

背
せ

には各
かく

巻
かん

に載
の

っている言
こと

葉
ば

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

が書
か

いてあるよ。

せ

本
ほん

を開
ひら

いて 
はしらを見

み

よう
  どのページに載

の

っているかな？

「はしら」を見
み

ると、その見
み

開
ひら

きに載
の

っている
最
さい

初
しょ

と最
さい

後
ご

の言
こと

葉
ば

の4文
も

字
じ

目
め

までがわかるよ。

のばす棒
ぼう

や小
ちい

さい文
も

字
じ

は
どーするんじゃ？

小
こ

口
ぐち

から見
み

るのも
便
べん

利
り

じゃな！

いちごについて
調
しら

べたいぞ！

むむ！
1 巻

かん

にも２巻
かん

にも

い が
載

の

っているぞー！？

4 左
ひだり

上
うえ

から順
じゅん

に探
さが

そう
  知

し

りたい言
こと

葉
ば

はこの見
み

開
ひら

きのどこ？

見
み

出
だ

し語
ご

は五
ご

十
じゅう

音
おん

順
じゅん

に並
なら

んでいるよ。

『総合百科事典ポプラディア』の情報や、活用に役立つ素材のダウンロードはこちらから！
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キャラクターイラスト：ヨシタケシンスケ

小口のイラスト：イトウソノコ

株式会社ポプラ社
〒102－8519　東京都千代田区麹町4－2－6
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イチゴの花
はな
と果

か
実
じつ
（写真提供：findelight）

5月
がつ

、海
え

老
び

蔵
ぞう

が13代
だい

目
め

を襲
しゅう

名
めい

予
よ

定
てい

だったが、延
えん

期
き

。愛哀人物事典
①94

NDC 210 774

いちかわちょう 【市川町】 兵
ひょう

庫
ご

県
けん

の中
ちゅう

南
なん

部
ぶ

にある町
まち

。面
めん

積
せき

は82.67㎢。人
じん

口
こう

は1万
まん

1947人
にん

。中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

を市
いち

川
かわ

が流
なが

れる。
町
ちょう

内
ない

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は山
さん

林
りん

であり、市
いち

川
かわ

にそって水
すい

田
でん

が広
ひろ

がってい
る。市

いち

川
かわ

上
じょう

流
りゅう

に生
いく

野
の

銀
ぎん

山
ざん

があったため、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には銀
ぎん

の輸
ゆ

送
そう

で栄
さか

えた。かつては酪
らく

農
のう

がおこなわれていたが、姫
ひめ

路
じ

市
し

に
近
ちか

いこともあって住
じゅう

宅
たく

地
ち

の開
かい

発
はつ

が進
すす

んだ。近
きん

年
ねん

は、近
きん

郊
こう

農
のう

業
ぎょう

やレジャー産
さん

業
ぎょう

に力
ちから

を入
い

れている。阿娃市町村基礎データ
22

NDC 216 291

市
いち
川
かわ
房
ふさ
枝
え
（国立国会図書館蔵）

いちかわふさえ 【市川房枝】 1893～1981年
ねん

。愛
あい

知
ち

県
けん

生
う

まれ。政
せい

治
じ

家
か

、社
しゃ

会
かい

運
うん

動
どう

家
か

。
農
のう

家
か

に生
う

まれ育
そだ

ち、小
しょう

学
がっ

校
こう

教
きょう

師
し

、新
しん

聞
ぶん

記
き

者
しゃ

などをへて、
1918（大

たい

正
しょう

7）年
ねん

に上
じょう

京
きょう

。
1920年

ねん

、平
ひら

塚
つか

らいてう
ち ょう

らと新
しん

婦
ふ

人
じん

協
きょう

会
かい

を結
けっ

成
せい

し、婦
ふ

人
じん

参
さん

政
せい

権
けん

運
うん

動
どう

を展
てん

開
かい

。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

は、新
しん

日
に

本
ほん

婦
ふ

人
じん

同
どう

盟
めい

（のち
に日

に

本
ほん

婦
ふ

人
じん

有
ゆう

権
けん

者
しゃ

同
どう

盟
めい

に改
かい

称
しょう

。
2016年

ねん

解
かい

散
さん

）をつくり、女
じょ

性
せい

解
かい

放
ほう

運
うん

動
どう

をおし進
すす

め、社
しゃ

会
かい

運
うん

動
どう

のリーダーとして活
かつ

躍
やく

した。
清
せい

潔
けつ

で金
かね

のかからない政
せい

治
じ

をとなえて、1953（昭
しょう

和
わ

28）年
ねん

か
ら5回

かい

、参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

に当
とう

選
せん

した。愛哀人物事典
①94 NDC 289 314 367

いちかわみさとちょう 【市川三郷町】 山
やま

梨
なし

県
けん

中
ちゅう

部
ぶ

にあ
る町

まち

。面
めん

積
せき

は75.18㎢。人
じん

口
こう

は1万
まん

5695人
にん

。甲
こう

府
ふ

市
し

の南
なん

西
せい

方
ほう

に位
い

置
ち

し、北
きた

は南
みなみ

アルプス市
し

と接
せっ

する。2005（平
へい

成
せい

17）年
ねん

10月
がつ

、三
み

珠
たま

町
ちょう

、市
いち

川
かわ

大
だい

門
もん

町
ちょう

、六
ろく

郷
ごう

町
ちょう

の3町
ちょう

が合
がっ

併
ぺい

して誕
たん

生
じょう

し
た。町

まち

の西
せい

部
ぶ

は甲
こう

府
ふ

盆
ぼん

地
ち

にあたる。
古
ふる

くから和
わ

紙
し

と花
はな

火
び

の産
さん

地
ち

として知
し

られ、市
いち

川
かわ

手
て

漉
すき

和
わ

紙
し

は、
武
たけ

田
だ

家
け

や徳
とく

川
がわ

家
け

の御
ご

用
よう

紙
し

であった。現
げん

在
ざい

も障
しょう

子
じ

紙
がみ

の生
せい

産
さん

は
日
に

本
ほん

一
いち

を誇
ほこ

っている。近
きん

年
ねん

伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

であった⽛神
しん

明
めい

の花
はな

火
び

⽜
が復

ふっ

活
かつ

した。また、印
いん

章
しょう

製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

し、⽛はんこの町
まち

⽜として
有
ゆう

名
めい

である。印
いん

章
しょう

生
せい

産
さん

は全
ぜん

国
こく

の約
やく

半
はん

分
ぶん

を占
し

めており、甲
こう

州
しゅう

手
て

彫
ぼり

印
いん

章
しょう

は国
くに

の伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

に指
し

定
てい

されている。モモ、ブドウ
などの果

くだ

物
もの

やトウモロコシが特
とく

産
さん

品
ひん

となっている。
阿娃市町村基礎データ

22 NDC 215 291

いちがんレフカメラ 【一眼レフカメラ】 撮
さつ

影
えい

用
よう

レンズを
そのままファインダー用

よう

レンズとして用
もち

いるタイプのカメラ（写
しゃ

真
しん

機
き

）。レンズを通
とお

った像
ぞう

を、鏡
かがみ

で反
はん

射
しゃ

させてファインダーのス
クリーンにうつしだし、その像

ぞう

をみながらピントをあわせる。望
ぼう

遠
えん

や接
せっ

写
しゃ

など、目
もく

的
てき

にあわせてレンズ交
こう

換
かん

ができるものや、一
いっ

体
たい

型
がた

のもの、また、フィルム一
いち

眼
がん

レフカメラやデジタル一
いち

眼
がん

レ
フカメラなどがある。デジタル一

いち

眼
がん

レフカメラには鏡
かがみ

（ミラー）
をとりのぞいたミラーレスカメラも登

とう

場
じょう

している。穐渥握コン

パクトカメラ、デジタルカメラ NDC 535 742

いちきくしきのし 【いちき串木野市】 鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

西
せい

部
ぶ

の
市
し

。面
めん

積
せき

は112.29㎢。人
じん

口
こう

は2万
まん

7725人
にん

。2005（平
へい

成
せい

17）
年
ねん

10月
がつ

、串
くし

木
き

野
の

市
し

と市
いち

来
き

町
ちょう

が合
がっ

併
ぺい

して誕
たん

生
じょう

した。薩
さつ

摩
ま

半
はん

島
とう

の北
ほく

西
せい

のつけ根
ね

に位
い

置
ち

して、東
ひがし

シナ海
かい

に面
めん

する。市
し

の北
ほく

部
ぶ

は
山
さん

地
ち

、南
なん

部
ぶ

はシラス台
だい

地
ち

になる。北
ほく

部
ぶ

に串
くし

木
き

野
の

鉱
こう

山
ざん

があり、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にかけて、日
に

本
ほん

一
いち

の金
きん

山
ざん

の町
まち

として知
し

ら
れた。現

げん

在
ざい

は漁
ぎょ

業
ぎょう

がさかんで、串
くし

木
き

野
の

港
こう

は遠
えん

洋
よう

漁
ぎょ

業
ぎょう

の基
き

地
ち

と
して、マグロ漁

ぎょ

船
せん

や巻
ま

き網
あみ

漁
ぎょ

船
せん

が出
で

入
い

りし、水
すい

産
さん

物
ぶつ

の加
か

工
こう

業
ぎょう

も発
はっ

達
たつ

している。また、薩
さつ

摩
ま

揚
あ

げや焼
しょう

酎
ちゅう

が特
とく

産
さん

品
ひん

として知
し

られ
る。串

くし

木
き

野
の

新
しん

港
こう

の北
ほっ

方
ぽう

には、日
にっ

本
ぽん

ではじめて建
けん

設
せつ

された国
こっ

家
か

石
せき

油
ゆ

備
び

蓄
ちく

基
き

地
ち

があり、併
へい

設
せつ

された展
てん

示
じ

館
かん

では、石
せき

油
ゆ

について
学
まな

ぶことができる。阿娃市町村基礎データ
22 NDC 219 291

一
いち
弦
げん
琴
きん
。左
ひだり
下
した
が芦

ろ
管
かん

いちげんきん 【一弦琴】 弦
げん

楽
がっ

器
き

のひとつ。長
なが

さ1m10㎝、
幅
はば

12㎝、厚
あつ

さ1㎝ほどの板
いた

に、1本
ぽん

の絹
きぬ

でできた弦
げん

をはった琴
こと

。
表
ひょう

面
めん

に12の音
おん

階
かい

がついている。左
ひだり

手
て

中
なか

指
ゆび

にはめた、芦
ろ

管
かん

（材
ざい

質
しつ

はタケや象
ぞう

牙
げ

）という爪
つめ

で弦
げん

音
おん

階
かい

をおさえ、同
おな

じ芦
ろ

管
かん

をはめ
た右

みぎ

手
て

人
ひと

さし指
ゆび

ではじく。演
えん

奏
そう

は琴
きん

台
だい

の上
うえ

にのせておこなう。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に中
ちゅう

国
ごく

よ
り伝

つた

わり、幕
ばく

末
まつ

から
明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にかけて
大
だい

流
りゅう

行
こう

した。曲
きょく

の
数
かず

は100あまりで
⽝今

いま

様
よう

⽞⽝須磨
す ま

⽞など
が有

ゆう

名
めい

。
NDC 768

イチゴ ［苺］ 被
ひ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

（真
しん

正
せい

双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

）の1種
しゅ

。生
せい

物
ぶつ

の分
ぶん

類
るい

では、バラ科
か

オランダイチゴ属
ぞく

に属
ぞく

する。多
た

年
ねん

草
そう

の果
か

菜
さい

。高
たか

さ
30㎝。南

なん

北
ぼく

アメリカに生
は

える原
げん

種
しゅ

を交
こう

雑
ざつ

と改
かい

良
りょう

を重
かさ

ねて生
う

み
だされた品

ひん

種
しゅ

群
ぐん

で、北
きた

半
はん

球
きゅう

の温
おん

帯
たい

を中
ちゅう

心
しん

に栽
さい

培
ばい

されている。
日
にっ

本
ぽん

には、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の末
すえ

にオランダから入
はい

ってきたので、オラ
ンダイチゴとよばれた。露

ろ

地
じ

栽
さい

培
ばい

では、白
しろ

い花
はな

が咲
さ

いたあとに
できる果

か

実
じつ

（偽
ぎ

果
か

）が、5月
がつ

から6月
がつ

に収
しゅう

穫
かく

される。現
げん

在
ざい

では、
新
あたら

しい品
ひん

種
しゅ

の改
かい

良
りょう

と栽
さい

培
ばい

技
ぎ

術
じゅつ

が発
はっ

達
たつ

し、10月
がつ

から翌
よく

年
ねん

の7

月
がつ

まで栽
さい

培
ばい

、出
しゅっ

荷
か

されるようになった。静
しず

岡
おか

県
けん

の石
いし

垣
がき

をつかっ
た栽

さい

培
ばい

が有
ゆう

名
めい

だが、現
げん

在
ざい

はビニルハウス栽
さい

培
ばい

がさかんである。
赤
あか

い果
か

実
じつ

にみえると
ころは花

か

たくという部
ぶ

分
ぶん

が発達
はったつ

したもので、ほん
とうの果

か

実
じつ

は表
ひょう

面
めん

につ
いている200個

こ

から
500個

こ

あるつぶつぶの
部
ぶ

分
ぶん

。ビタミンC
シー

が多
おお

い。
そのまま食

た

べたり、ジャ
ムやケーキなどに幅

はば

広
ひろ

く利
り

用
よう

したりしている。

いちかわ姶挨

唖亜 大
おお

分
いた

県
けん

臼
うす

杵
き

市
し

の、岩
いわ

壁
かべ

にたくさんの仏
ぶつ

像
ぞう

がほられている特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき

、国
こく

宝
ほう

の名
めい

所
しょ

を何
なん

という？50

逢い
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日
にっ

本
ぽん

に自
じ

生
せい

するシロバナヘビイチゴは本
ほん

種
しゅ

に近
きん

縁
えん

で、果
か

実
じつ

は
小
ちい

さいが、味
あじ

はよく似
に

ている。 NDC 479 626 628

いちじエネルギー 【一次エネルギー】 自
し

然
ぜん

界
かい

に存
そん

在
ざい

す
る物

ぶっ

質
しつ

をそのままの形
かたち

でエネルギー資
し

源
げん

として利
り

用
よう

している
もの。それらを変

へん

換
かん

、加
か

工
こう

したものが二
に

次
じ

エネルギーである。
一
いち

次
じ

エネルギーの中
なか

でも、石
せき

油
ゆ

や石
せき

炭
たん

、天
てん

然
ねん

ガスなどの化
か

石
せき

エネルギー、ウランなどの原
げん

子
し

力
りょく

エネルギー、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

などの再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーに分
わ

けられる。現
げん

在
ざい

は化
か

石
せき

エネル
ギーに依

い

存
そん

しているが、このままつかいつづけるといずれ枯
こ

渇
かつ

すること、海
かい

外
がい

からの輸
ゆ

入
にゅう

にたよっていること、大
たい

気
き

中
ちゅう

の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が増
ぞう

加
か

して地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

に結
むす

びつくことなどの問
もん

題
だい

が
ある。今

こん

後
ご

は再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーのさらなる導
どう

入
にゅう

や、複
ふく

数
すう

の
エネルギーを利

り

用
よう

することなどが課
か

題
だい

である。
NDC 533 539 543

いちじかんすう 【1次関数】 変
へん

数
すう

y
ワイ

が変
へん

数
すう

x
エックス

の1次
じ

式
しき

で
あらわされる関

かん

数
すう

。
エー

、
ビー

を定
てい

数
すう

としてy x （ は0でない）
の形

かたち

であらわされる。y x のグラフは、傾
かたむ

きが
エー

で、y
ワイ

軸
じく

上
じょう

を通
とお

る点
てん

（切
せっ

片
ぺん

）が
ビー

である直
ちょく

線
せん

となる。
エー

が0より大
おお

きいとき
は右

みぎ

上
あ

がりに、
エー

が0より小
ちい

さいときは右
みぎ

下
さ

がりになる。
阿娃算数・数学の公式集

302 NDC 411

イチジクの花
か
序
じょ
（花

か
のう）

イチジク ［無花果］ 被
ひ

子
し

植
しょく

物
ぶつ

（真
しん

正
せい

双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

）の1種
しゅ

。生
せい

物
ぶつ

の分
ぶん

類
るい

では、クワ科
か

イチジク属
ぞく

に属
ぞく

する。落
らく

葉
よう

小
しょう

高
こう

木
ぼく

の果
か

樹
じゅ

。
漢
かん

字
じ

名
めい

⽛無花果
い ち じ く

⽜は、花
はな

が咲
さ

かずに果
か

実
じつ

がなるという意
い

味
み

だが、
実
じっ

際
さい

は、つぼ形
がた

の果
か

実
じつ

のようにみえる花
か

序
じょ

（花
か

のう）の内
うち

側
がわ

に、
小
ちい

さな花
はな

がぎっしりとついてい
る。高

たか

さ3～6m。アラビア南
なん

部
ぶ

の原
げん

産
さん

。4000年
ねん

ほど前
まえ

から、イ
スラエルや地

ち

中
ちゅう

海
かい

沿
えん

岸
がん

地
ち

方
ほう

で
栽
さい

培
ばい

、利
り

用
よう

されてきた。日
にっ

本
ぽん

に
は江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

に、ポルトガルから
長
なが

崎
さき

に伝
つた

わった。果
か

実
じつ

は夏
なつ

から
秋
あき

にかけて収
しゅう

穫
かく

される。なまで
食
た

べたり、ジャムやペースト、乾
かん

燥
そう

果
か

実
じつ

などに加
か

工
こう

したりして用
もち

いられる。 NDC 479 625 628

いちじげん 【1次元】 物
ぶっ

体
たい

の位
い

置
ち

が1本
ぽん

の直
ちょく

線
せん

上
じょう

にかぎら
れているようす。物

ぶっ

体
たい

が動
うご

く空
くう

間
かん

の広
ひろ

がり方
かた

をあらわすことば
が次

じ

元
げん

である。点
てん

そのものは広
ひろ

がりがないので0次
じ

元
げん

になる。
穐渥握2

に

次
じ

元
げん

、3
さん

次
じ

元
げん

、4
よ

次
じ

元
げん

NDC 415

いちじしき 【1次式】 次
じ

数
すう

が1次
じ

だけの式
しき

や、1次
じ

の項
こう

と数
かず

の項
こう

との和
わ

であらわせる式
しき

。たとえば、x （ は0でない）を
x

エックス

についての1次
じ

式
しき

という。一
いっ

般
ぱん

に、x
エックス

、y
ワイ

についての1次
じ

式
しき

は
x y の形

かたち

であらわすことができる。阿娃算数・数学の公式集
302

NDC 411

いちじしょうひしゃ 【一次消費者】 生
せい

物
ぶつ

の⽛食
た

べる・食
た

べ
られる⽜の関

かん

係
けい

（食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

）のなかの段
だん

階
かい

のひとつで、草
そう

食
しょく

動
どう

物
ぶつ

（植
しょく

食
しょく

性
せい

動
どう

物
ぶつ

）のこと。たとえば日
にっ

本
ぽん

にすむものでは、チョウ
などの昆

こん

虫
ちゅう

やウサギなどさまざまな種
しゅ

がいる。無
む

機
き

物
ぶつ

から有
ゆう

機
き

物
ぶつ

をつくりだして生
い

きる生
せい

物
ぶつ

（光
こう

合
ごう

成
せい

をおこなう緑
りょく

色
しょく

植
しょく

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

プランクトンなど）は生
せい

産
さん

者
しゃ

とよばれ、ほかの生
せい

物
ぶつ

を食
た

べて生
い

きる生
せい

物
ぶつ

は消
しょう

費
ひ

者
しゃ

とよばれる。消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は食
た

べるものに
よっていくつかの段

だん

階
かい

に分
わ

けられ、一
いち

次
じ

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は生
せい

産
さん

者
しゃ

を食
た

べる消
しょう

費
ひ

者
しゃ

で、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

のうちでは生
せい

息
そく

数
すう

がもっとも多
おお

い。
NDC 468 481

いちじせいちょう 【一次性徴】 男
だん

女
じょ

（雌
し

雄
ゆう

）の性
せい

を判
はん

別
べつ

する決
き

め手
て

となる特
とく

徴
ちょう

。第
だい

一
いち

次
じ

性
せい

徴
ちょう

ともいう。精
せい

巣
そう

あるいは卵
らん

巣
そう

のどちらをもっているかという生
せい

殖
しょく

腺
せん

のちがいをさす。二
に

次
じ

性
せい

徴
ちょう

とちがい、生
う

まれたときすでにあらわれている。 NDC 491

いちじてきよっきゅう 【一次的欲求】 生
う

まれつきそなわ
っている、何

なに

かを求
もと

めてまわりにはたらきかける力
ちから

。生
い

きていく
ために必

ひつ

要
よう

な⽛食
た

べたい、飲
の

みたい⽜⽛眠
ねむ

りたい、休
やす

みたい⽜⽛排
はい

泄
せつ

（便
べん

や尿
にょう

を外
そと

にだすこと）したい⽜などの生
せい

理
り

的
てき

な欲
よっ

求
きゅう

をさ
す。⽛肌

はだ

ざわりのよい物
もの

にふれていたい⽜⽛興
きょう

味
み

をそそられたも
のを、もっとよく調

しら

べたい⽜という欲
よっ

求
きゅう

も、一
いち

次
じ

的
てき

欲
よっ

求
きゅう

とされ
る。穐渥握本

ほん

能
のう

NDC 141

いちじでんち 【一次電池】 化
か

学
がく

反
はん

応
のう

で電
でん

力
りょく

をつくりだす
電
でん

池
ち

のうち、充
じゅう

電
でん

できないもの。充
じゅう

電
でん

できる蓄
ちく

電
でん

池
ち

が発
はつ

明
めい

さ
れたあとにできたことばで、蓄

ちく

電
でん

池
ち

に充
じゅう

電
でん

するより前
まえ

のもとも
との電

でん

池
ち

という意
い

味
み

で一
いち

次
じ

電
でん

池
ち

とよんだ。蓄
ちく

電
でん

池
ち

は二
に

次
じ

電
でん

池
ち

とよぶ。一
いっ

般
ぱん

的
てき

な円
えん

筒
とう

形
けい

のマンガン乾
かん

電
でん

池
ち

、アルカリマンガン
乾
かん

電
でん

池
ち

のほか、ボタン形
がた

の酸
さん

化
か

銀
ぎん

電
でん

池
ち

や水
すい

銀
ぎん

電
でん

池
ち

、空
くう

気
き

亜
あ

鉛
えん

電
でん

池
ち

、リチウム電
でん

池
ち

などが市
し

販
はん

されている。また、電
でん

池
ち

の開
かい

発
はつ

の初
しょ

期
き

につくられたボルタ電
でん

池
ち

やダニエル電
でん

池
ち

、実
じっ

験
けん

でつく
る果物

くだもの

電
でん

池
ち

なども一
いち

次
じ

電
でん

池
ち

である。 NDC 572

いちじふさいり 【一事不再理】 刑
けい

事
じ

事
じ

件
けん

で有
ゆう

罪
ざい

か無
む

罪
ざい

かの判
はん

決
けつ

が最
さい

終
しゅう

確
かく

定
てい

すると、同
おな

じ事
じ

件
けん

について、もう一
いち

度
ど

同
おな

じ
罪
ざい

状
じょう

で起
き

訴
そ

することはできないという原
げん

則
そく

。世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

で同
おな

じ
基
き

本
ほん

原
げん

則
そく

がみとめられており、日
にっ

本
ぽん

では憲
けん

法
ぽう

第
だい

39条
じょう

に定
さだ

めら
れている。したがって、無

む

罪
ざい

確
かく

定
てい

後
ご

のやり直
なお

し裁
さい

判
ばん

の請
せい

求
きゅう

は、
みとめられていない。 NDC 323 327

いちじほうていしき 【1次方程式】 未
み

知
ち

数
すう

の次
じ

数
すう

がすべ
て1次

じ

である方
ほう

程
てい

式
しき

。x
エックス

を未
み

知
ち

の数
かず

、
エー

、
ビー

を定
てい

数
すう

として
x 0（ は0でない）の形

かたち

にまとめられる。未
み

知
ち

数
すう

が複
ふく

数
すう

あるとき、その数
かず

を元
げん

であらわす。x
エックス

、y
ワイ

、z
ゼット

を未
み

知
ち

の数
かず

、
エー

、
ビー

、
シー

、
ディー

を定
てい

数
すう

として、x y z 0は3元
げん

1次
じ

方
ほう

程
てい

式
しき

とよ
ぶ。 NDC 411

いちじゅういっさい 【一汁一菜】 主
しゅ

食
しょく

であるご飯
はん

などの
穀
こく

物
もつ

に汁
しる

物
もの

とおかず一
ひと

品
しな

を加
くわ

えた食
しょく

事
じ

。質
しっ

素
そ

な食
しょく

事
じ

をさすこ
ともある。また、主

しゅ

食
しょく

、汁
しる

物
もの

に、おかずとして焼
や

き物
もの

、煮
に

物
もの

、なま
す（魚

ぎょ

介
かい

類
るい

や野
や

菜
さい

などを細
こま

かく切
き

って酢
す

にひたしたもの）の3

品
しな

を加
くわ

えたものを一
いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

という。さらに豪
ごう

華
か

な食
しょく

事
じ

になると、
おかずが5品

しな

の一
いち

汁
じゅう

五
ご

菜
さい

などがある。 NDC 383 596

いちじゅ 姶挨

唖亜 沖
おき

縄
なわ

県
けん

石
いし

垣
がき

市
し

南
なん

西
せい

部
ぶ

の名
な

蔵
ぐら

川
がわ

河
か

口
こう

に広
ひろ

がるラムサール条
じょう

約
やく

の登
とう

録
ろく

湿
しっ

地
ち

の名
な

前
まえ

は？ 51

茜い
小

こ

口
ぐち

詳
くわ

しいつかい方
かた

は
「ポプラディア第

だい

三
さん

版
ぱん

」の
2 ページにありますよ。

見
み

出
だ

し語
ご

はしら

つめ つめ

2 そのページに載
の

っている
言
こと

葉
ば

の最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

が
色
いろ

分
わ

けして示
しめ

されているよ。

つめを見
み

よう
  どのあたりに載

の

っているかな？


